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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年7月4日(2019.7.4)

【公開番号】特開2018-4781(P2018-4781A)
【公開日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2016-128248(P2016-128248)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３１１　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月27日(2019.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも結着樹脂、離型剤及び着色剤を含有するトナー粒子を有する静電荷像現像用
トナーであって、
　前記結着樹脂が、非晶性ポリエステル樹脂と、結晶性ポリエステル樹脂と、ビニル樹脂
とを含有し、
　前記結着樹脂中の前記非晶性ポリエステル樹脂の含有量が、５０質量％以上であり、
　前記トナー粒子が含有する、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰＣ）によっ
て測定されるテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に可溶な成分の重量平均分子量（Ｍｗ（ｔ）
）が下記式（１）を満たし、
　前記ビニル樹脂が、下記式（２）を満たすピークトップ分子量（Ｍｐ（ｓ））を有し、
かつ、二次元鎖状構造であり、さらに、
　前記ビニル樹脂が、下記構造式（１）で表される（メタ）アクリル酸アルキルエステル
系単量体に由来の構造単位を有することを特徴とする静電荷像現像用トナー。
　式（１）　Ｍｗ（ｔ）＜１０００００
　式（２）　２００００≦Ｍｐ（ｓ）≦１５００００
　構造式（１）Ｈ２Ｃ＝ＣＲ１－ＣＯＯＲ２

［式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を示し、Ｒ２は炭素数６以上２２未満のアルキル基
を示す。］
【請求項２】
　前記ビニル樹脂のピークトップ分子量（Ｍｐ（ｓ））が、下記式（３）を満たすことを
特徴とする請求項１に記載の静電荷像現像用トナー。
　式（３）　３００００≦Ｍｐ（ｓ）≦１０００００
【請求項３】
　前記ビニル樹脂の重量平均分子量Ｍｗ（ｓ）が、下記式（４）を満たすことを特徴とす
る請求項１又は請求項２に記載の静電荷像現像用トナー。
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　式（４）　８００００≦Ｍｗ（ｓ）≦２０００００
【請求項４】
　前記結着樹脂中の前記ビニル樹脂の含有量が、０．０１～１５質量％の範囲内であるこ
とを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー
。
【請求項５】
　前記構造式（１）中のＲ２が、分岐構造を有することを特徴とする請求項１から請求項
４までのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項６】
　前記トナー粒子が、コアの表面を被覆するシェル層を備えるコア・シェル構造を有し、
　前記ビニル樹脂が、前記コア中に含有されていることを特徴とする請求項１から請求項
５までのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項７】
　前記ビニル樹脂の軟化点Ｔｓｐが、下記式（５）を満たすことを特徴とする請求項１か
ら請求項６までのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー。
　式（５）　１００℃≦Ｔｓｐ≦１２０℃
【請求項８】
　前記ビニル樹脂が、少なくともビニル重合セグメントと非晶性ポリエステル重合セグメ
ントとが結合してなるハイブリッドビニル樹脂であることを特徴とする請求項１に記載の
静電荷像現像用トナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　１．少なくとも結着樹脂、離型剤及び着色剤を含有するトナー粒子を有する静電荷像現
像用トナーであって、
　前記結着樹脂が、非晶性ポリエステル樹脂と、結晶性ポリエステル樹脂と、ビニル樹脂
とを含有し、
　前記結着樹脂中の前記非晶性ポリエステル樹脂の含有量が、５０質量％以上であり、
　前記トナー粒子が含有する、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰＣ）によっ
て測定されるテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に可溶な成分の重量平均分子量（Ｍｗ（ｔ）
）が下記式（１）を満たし、
　前記ビニル樹脂が、下記式（２）を満たすピークトップ分子量（Ｍｐ（ｓ））を有し、
かつ、二次元鎖状構造であり、さらに、
　前記ビニル樹脂が、下記構造式（１）で表される（メタ）アクリル酸アルキルエステル
系単量体に由来の構造単位を有することを特徴とする静電荷像現像用トナー。
　式（１）　Ｍｗ（ｔ）＜１０００００
　式（２）　２００００≦Ｍｐ（ｓ）≦１５００００
　構造式（１）Ｈ２Ｃ＝ＣＲ１－ＣＯＯＲ２

［式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を示し、Ｒ２は炭素数６以上２２未満のアルキル基
を示す。］
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　５．前記構造式（１）中のＲ２が、分岐構造を有することを特徴とする第１項から第４
項までのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　６．前記トナー粒子が、コアの表面を被覆するシェル層を備えるコア・シェル構造を有
し、
　前記ビニル樹脂が、前記コア中に含有されていることを特徴とする第１項から第５項ま
でのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　７．前記ビニル樹脂の軟化点Ｔｓｐが、下記式（５）を満たすことを特徴とする第１項
から第６項までのいずれか一項に記載の静電荷像現像用トナー。
　式（５）　１００℃≦Ｔｓｐ≦１２０℃
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　８．前記ビニル樹脂が、少なくともビニル重合セグメントと非晶性ポリエステル重合セ
グメントとが結合してなるハイブリッドビニル樹脂であることを特徴とする第１項に記載
の静電荷像現像用トナー。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明の静電荷像現像用トナーは、少なくとも結着樹脂、離型剤及び着色剤を含有する
トナー粒子を有する静電荷像現像用トナーであって、前記結着樹脂が、非晶性ポリエステ
ル樹脂と、結晶性ポリエステル樹脂と、ビニル樹脂とを含有し、前記結着樹脂中の前記非
晶性ポリエステル樹脂の含有量が、５０質量％以上であり、前記トナー粒子が含有する、
ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰＣ）によって測定されるテトラヒドロフラ
ン（ＴＨＦ）に可溶な成分の重量平均分子量（Ｍｗ（ｔ））が上記式（１）を満たし、前
記ビニル樹脂が、上記式（２）を満たすピークトップ分子量（Ｍｐ（ｓ））を有し、かつ
、二次元鎖状構造であり、さらに、前記ビニル樹脂が、前記構造式（１）で表される（メ
タ）アクリル酸アルキルエステル系単量体に由来の構造単位を有することを特徴とする。
この特徴は各請求項に係る発明に共通又は対応する技術的特徴である。これにより、非晶
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性ポリエステル樹脂、結晶性ポリエステル樹脂及びビニル樹脂を用いたトナーにおいて、
低温定着性を維持しつつ光沢を抑制した画像が得られるという効果を得られる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７８】
【表５】


	header
	written-amendment

